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よ
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司
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■
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蠻
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萬
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萬
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萬
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萬
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萬
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濱
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滠
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漕
會
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に
三
社
共
同
出‘資
に
ょ
れ
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立
さ
れ
、同
機
に
揖
失
に
終
っ
た
も
の
に
新
潟
爲
替
會
社
が
ぁ
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.11:
.
1社
の
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資
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損
失
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新
潟
爲
智
會
社0
損
丧
原
_
本
亦
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:
:商
業
ゃ
見
，込
違
ひ::
'
.福
破
船
等
.に
ょ
る
の
外
、
：：戰
帶
後
の
救
恤
的
貸
附
金
の
不 

抓
多
い
，
以
上
で
火
體
取
京
爲
替
會
社
が
何
セ
失
敗
し
た
か
を
說
明
し
务
。
：他
办
爲
管
會
社
に
關

1>
て

は

資

料

不

足

：
で

明

確

に

§

得 

な
い
：が
、
太
阪
爲
替
會
社
•同

灘

翁

社
'の
:#
失
金
中
に
域
武
家
貸
：の
滞
高
も
多
か
：つ
た
檬
で
ぁ

)

る
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即
ち
明
治
六
年
卡
月
公
債
證
券 

俞
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中
寓
八
千
四
道/ー
：
十

五

園

が

後

者

谅

十

：起

萬

^
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を
大
藏
省
ぬ
提m:
し
て
珑
金
ぬ#
へ
た
。
と
の
公
惙
證
券
は 

各
藩
^
の
«
附

滞

金

：を

當

時

政

府

ょ

''
(
?
.
下
附
し
：た
公
債
證
書.を
以
.て
決
濟
せ1>
ぁ
だ
も
：の

で

.相
當
苣
額
の
滯1
闻
に
な
：つ
て
ゐ 

.た

事

が

知

れ

驾

：
；

«
京
爲
#
會
社
(0
:.新
瀉
會
社
に
對
ず.る
と
：同_檨

や

事

：
が

、
：
，
大

阪

爲

替

會

|1
:
.で
は
そ
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出
膜
所
.た

：
る.堺
• ー|ー
：
保>

f
•
坐 

■野
.
•英
庫
筝
に#
へ
る
，;0
こ
れ
ら
ほ
明.1'
ハ
年
|ー1
:
出̂
張
^
々
#
地
：.の
各
縣
廳
を
通
じ
、で
，
^
し
く
貸
金̂

濟
を
_督

促

し

て

ゐ

る
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:
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^
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'
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司
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司
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司
無
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も
會
社
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不
设
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附
の
殆
ん
ゼ
金
部
は
通
商
司
の
命
令
に

ょ
る
も
の
で
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つ
た
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替
會
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極
、
通
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司
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爲
替
會
社
は
明
治一

一
年
成
立
し
、
三
年
四
年
は
ど
の
會
社
も
相
應
に
利
益
を
計
上
し
て
ゐ
た
に
も
拘

.ら
ャ
、
五
年
：
4

.

一.
.月
爲
替
會
社. 

を
■

立
銀
行
に
改
組
す
る
時
に
至
つ
て
、
拾
收
す
ベ
か
ら
ざ
る
M

失
を
#

露
し
て
.
し

ま

つ

た

。

か

、

る

容

易

き

沒

落

は

果

し

て

^

が

原 

因
で
あ
る
か
。
大
蔵
省
當
局
が13S
C

へ
る
如
く
贺
間
に
人
材
な
し
と
云
ふ
も
勿
論
}

っ

芸

因

で

，
は

ぁ

奮

が

.;
>

そ
の
成
立
、
業
務
、
破

て
成
立
さ
：_

へ
殆
ん.ど
#
の
.命
今
的
干
渉
の
卞
迄
於

」

い

七

靈

じ

だ0
1抑
此
會
«;
名
趄
^
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、
斯
金
錢
贽
借
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 >

は
諸
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_
引
用
ざ
れ
を
弗.土
«
Q
,爲
替
會
^
處
分
案
中0:
#
句
セ
^
?>
,

ぁ
る
9
:ン
然
'1
>
政
府
の
_
:千
«
の
甚
:1
>於
^
し
事
%
以
て
、 

爲
替
會
臟
失,
の

齡

因

が

す

寰

輕0
"書
ゅ
出
來
が
い.
9
.政
殷
ね
¥
渉
が
業
務
の
蹦
滯̂
な
^

^
事
.は
お
ぢ
#:
る
が
、1.
-
.
-
同
時
に
跋
歷0:
保
_

^
渉
が
會
社
0
利
益
^
な
^
賓
：も
*
き

ぬ
3
.事
»-
-
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'
'
»
_
ッ̂

:̂
_

_
隨
が
を
續
ゆ
だ
獨
は
赴
亂
司
の
干
渉
>
へ.藤

商

司

：
の

擦

讖

取

仏

し

运

外

.な
^
ね
。
誉
替
會
社
が
通
商
司'に

依

_

る

寒

太 

0,
だ

ヴ

的

、
，
'通
商
司
駿4
ば
優
#'
:
#:
社
<0
致
侖
礙
と
琢
つ̂
巧

”

ぃ'
'«.
§?
:當
_

6酸
濟
_
歡
费
&
象
於
る11
1
利
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.1
£
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、«
法
#.
©

取

軸

と

隹

石
#
國

驚

.
殖
塵
興
業
を
實
行
せ
ん
<?
:
.し
^

-越
前
藩
に̂.
づ
"て
嘗
つ
'
:て
;̂
;
_
1>
:
得
だ
藩
豪
脒
政
聚6

#現
货
ぁ
を9

»
ガ
少
：き
商
民
の
手
に
ぁ
つ
た
商
業
を
政
府 

■制
し
.
*窿
說
せ
.ん
と
艾
をo
.
呔
雜
皮
も2:
:

が
_
策
は
失
敗;1
>
汽

騫̂
宋
諸
藩#

^
は
れ
た
時
と
諸
事
情
が
著
;1
1
.
>
^
異

：
つ
^

^

灰

か

ら

で 

ぁ
る
0
こ
の
11
1
利
0;
失
_
ひ
衝
お
襲
ふ
で
登
場
し
だ
:0
游

、
證
由
利
ゎ
政
策
匕
攻
馨
し
廣
に
そ
れ
を
倒
し

.た
、
大
隈
重
霄
远
代
友
厚
、 

.餅
藤
傅
文
等
の
一
衮
ぁo:
た
。
彼
等
は
自
凼
生
義
的
思
想
，の
下
に
殖
產
興
業
を
目
論
み
、
，

.
‘，そ
_の
«
徹
の
た
め
に
會
批{目
下
#
通
靡
司
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馨
■
み
た
0、<
掌
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：通
商
现
の
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臟
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ば
龙
馨
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-
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0
後
身)

：の
：
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腦

者

で

ぁ

^
:'
:
>吏

.に

脊

て
明
洽
三
年
民
藏
分
離
問
題
で
蕺
盼
を
震
憾
さ
せ
た
勢
カ
を
持
つ
て

.
ゐ
た
o 

.か
ぅ
.
し
た
力
.
强
き
首
腦
者
の
下.
に
'
、.
熱
意̂

以
：そ
作
ら
於 

た
通
商
司
が
何
故
短
期
に
し.て
廢
止
の
運
命
に
陷
入
つ
た
か。
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西
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同
時
め
ぞ
れ
へ
愦
憬
す
ら
掛
.つ
セ
；ゐ
だ0
,外
國
事
物0
移

人

、

そ

れ

亦

日

本

の

：
繁

藥

の

.基

礎
;<
?
:蒙

へ
^

德̂

替

會

社.の

設

耷

に

し

：
て

も 

•ぞ
デ
で
あ
右
。
後
年
大
隈
が

「

外
國
ね
盛
ん
：な
：る
の
ば
;:
>
皆
會
.藍

織
.で
や
づ
^
居
；#
か

ら

セ

あ

爷

'
^

〗

此

H

の
如
く
、
歐
羅
巴
を
盛
ん
に
し
た
。
然&'
-
妒
日
本
を
::
>

資
本
ぞ
集
合
す
れ
ぱ(

歐
羅
6

の
^

^

ル
：に
か
れ
る
と
い
ふ
、
ぃ
雙
単
純 

な
る
思
想
を
以
て
、
兎
も
购
も
、
夫
れ;̂
事
實
の
^

に
：«
ぼ
^

と
い
ふ
0
:で」

--
-
*
被

造,1
)
で
、
多
少
命
令
的
：の
や
ぅ
な
エ
合.に
作
^

の
が
、
即
ち
爲
替
方
蔽
社
と
.い
ふ
も
(6
:
で
あ
2>
:
。1
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尊
四
9
^

羅
巴
バ
シ
ク
之
規
舰-:
隨『
づ
で
爲
替
會
社
を
設
立
し
た
が
^
*#
社
自
體
を
良\
理
.解
し
：て.：ゐ
：た*
は

拜

へ

な

い

ゃ

.
爲

替

盡
 

株

式

會

社

^
^
.
で

あ

づ

^

^
、
龠
社
内
の
業
務
の
ー
分
檐
は
通
商
司
が
任
命
ム

’
各
分
檐
は
そ
れ-

^
の
黉
任
ヒ
於̂
て
尊
斷
し̂

他
の
.‘ 

容
喙
を
拒
み
将
た
。
か
、
る
組
«'
ば
當
然「

動
モ
ス
.レ
バ
相
欺
妄
ス
ル>
弊
害
し©

$
を

^

^

出

す

で

あ

ら

ぅ

-:
0
.
#實
そ
ぅ
し
.た
事
情 

の
下
.に
欺
裒
し
會
ふ
事
も
あ
つ

：

た
鐵
で
.ある
O
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斯

様

な
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國

の

，
生

半

可

P
直
譯
的
模
做

の
：.

强
制
が
通
商
司
にi
.つ
て
行
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れ
た
？ 

:

單

純

な

.
る

外

；
物

©

移

入

:̂
失
敗
に
歸
ず
各

：

の
：ば.常
然
で
あf
 

:當
時
0
坐
產
カ
に
相
應
し
な
い
上
が
ら
の
施
設
に
、
健
全
な
る
發
達 

を
羧
む
ほ
無
璉
で
あ
ら
ぅ
0
い
づ
_
に
ぜ
ょ
、.通

甑

司

、
の

政

策

は

當

時

0
:日

本

；
に

ば

疗

き

過

ぎ

方

^

過

ぎ

と

規

實

ど

の

矛

盾

：
の
；
ぅ

%
に
.苦
間
し
、.朱
敗
に
歸
じ̂

0 

:
か
く
^
る
時
は
太M

^
t-
-
局
が
爲
替
會
社
の
：失
敗
を
人
付
i
し
と
‘云
っ
. 

たQ

も
當
時
の
日
本
を
眞
に
認
—

理
解
し
得̂

か
つ
た
事
を
表
明
：す
る
.
0务
で
あ「

る
:-
0
;
.
德
.川
時
.代

に

異

常

な

，
る

富

を

集

積

し

-
' 文
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的

に

も

優

れ

セ

ゐ

た

一

一

一

都

大

町

人

に

し

て

も

.

*

所

設

封

建

社
#:
內

の

町

；
人

で

あ

つ

，
た

o :

1
1ー
:1
|
年
0
慣
習
は
通
商
司.に
强
制
：さ
れ
た
合
資 

結
社
.に
ど
れ
だ
け0
理
解
を
#
た
へ
：た̂

ぅ

が

？

名

字

帶

刀

を

得

：：
て

有

頂

：
天

.に
な
る
0
も

蔻
.1
>也
.む
を
得
な
か0
た
。

'
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司
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1
:
ょ̂
つ
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散
せ
ざ
厶̂

&
ぐ
な
：つ.た

が

、
：
そ

：
の

營

業

.中

の.成

績

は

惡

い

：
譯

セ
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友

か

：
つ

た
0
,殊

：に 

そ

の

發

行

す

、
る

銀

行

券

，
に

ょ

る

利

益

.ば

衆

人

0'「

認
む
る
所
と
な
つ
.た:0
ノ
と
れ
が
兩
替
商»
至
金
錢
貸
附
業
者.に
ょ
る
明
治©
^
^

私
立
銀
行
請
願
の
動
機
と
か
つ
た
。
彼
ら
は
純
然
た
る
民
間
銀
行
を
設
立
し
、
そ
れ
に
銀
行
券
の
發
行
權
を
獲
得
せ
ん
と
し
た
。
當
時 

銀
肟
請
願
遝
動
中
の.代
表
的
な
も
の
ー
し
て
、
東
京
銀
行
と
三
井
組

.バ
y
ク
の
一
一
つ
をa
げ
得
る
。
，.凍
京
銀
行
は
身
冗
金
の
二
倍
の
銀 

行
翁
を
發
行
しr
そ
.

Q

準
備
は
貸
金
引
當
の
質
物
及

」

び
預
り
金
お
以
て
免
ん
と
し
、

4

二
.
.井
組
バ
ン
ク
は-̂
事
英
國
の「
パ
ン
ク
、
オ
フ
、
 

ィ
ン
グ
ラ
ン
ド

」

，
の
發
行
に
傚.つ
て
、

一
萬
圆
に
つ
き
七
千
疋
百
_
を
芷
貨
_
備
ど
：し>
.發

行

額

_を

 
一
：

I

百
萬
圓
限
度
と
定
め
て
出
願
し 

た
。
雨
#
方
法
を
異
に
す
る
も
、
い
づ
れ
も
銀
行
券
發
行
の
利
益
を
中
心
と
せ
ん
と
し
た
點
同

i

で
あ
る
。
政
府
は
こ
れ
を
如
何
に
取 

扱
つ
た
かo
前
潜
を
否
定
し
、
後
者
は
認
可
せ
.ん
と
し
た
。
即
：ち
準
備
制
度
確
;©
た
る
民
間
銀
行
は
認
可
す
る
0
方
針
：に
定
め
た
が
、 

そ
の
.發
表
を
見
ざ
る
ぅ.ち
に
、
紙
幣
消
却
の.必
要
が
、
急
诞
に
國
立
銀
行
を
設
立
：せ
し
め
、
國
立
銀
行
以
外
.の
銀
行
を
認
め
ざ
る
様
に 

變
化
し
た
。

こ
れ
を
要
す
る
に
爲
替
會
社
の
成
立
も
、
そ
の
解
散
も
、

‘或
は
提
間
銀
行
の.不
許
可
も
、
：
國
立
銀
行
の
設
立
も
"
總
て
は 

變
動
常
な
含
後
進
國
の
政
策
の
變
轉
の
儘
に
浮
沈
し
た
の
ゼ
あ
つ
た
。
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註
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太
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「

大
隈
伯
西
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七
九
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ニ

ム
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驻
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政
考
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前
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四
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三
弗
組
バ
レ
ク̂

一一.

一

井
紙
バ
ン
ク
の

.設
立
の
爲
、
現
存
會
社
を
惡
駡
し
て
ゐ
る
箇
所

'で
あ
る
か
ら
、
爲
替
會
社
を
指
し
た

.も
の
と
思
は
れ
る
。 
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